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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第２四半期連結
累計期間

第41期
第２四半期連結
会計期間

第40期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成19年
10月１日
至平成20年
９月30日

売上高（千円） 21,908,2199,169,55041,122,566

経常利益（千円） 1,373,233 88,476 1,983,152

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
644,576 △38,133 835,239

純資産額（千円） － 11,020,61010,753,312

総資産額（千円） － 17,266,97018,133,205

１株当たり純資産額（円） － 885.44 863.95

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（円）
51.78 △3.06 67.12

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）     －     －     －

自己資本比率（％） － 63.8 59.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
781,379 － 2,223,644

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△628,872 － △2,501,004

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△583,631 － 535,006

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 3,857,5124,288,636

従業員数（人） － 1,079 1,046

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め、また第41期第２四半期連結会計期間は１株当たり四半期純損失であるため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

 

 

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 1,079(2,197)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。

 

 

(2）提出会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 1,073(1,752)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメント別に示すと、次のとおりであります。 

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

精肉事業（千円） 1,936,756

惣菜事業（千円） 1,054,350

食品事業（千円） 393,387

合計（千円） 3,384,494

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．金額は、製造原価によっております。

３．上記の金額に消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループは見込み生産を行っており、受注状況について記載すべき事項はありません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメント別に示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

精肉店舗（千円） 3,189,240

その他精肉部門（千円） 27,707

精肉事業（千円） 3,216,948

ダイニング店舗（千円） 2,572,219

その他惣菜店舗（千円） 266,155

惣菜事業（千円） 2,838,374

しぐれ部門（千円） 225,873

和菓子店舗（千円） 969,530

その他店舗部門（千円） 29,390

その他食品部門（千円） 10,849

食品事業（千円） 1,235,644

柿安店舗（千円） 154,943

ビュッフェ店舗（千円） 1,499,361

その他レストラン店舗（千円） 224,277

レストラン事業（千円） 1,878,582

合計（千円） 9,169,550

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

　２．上記の金額に消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

 

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が判断

したものであります。 

 

（１）業績の状況 

　当第２四半期会計期間における我が国経済は、世界経済の急激な減速と円高の影響により、企業収益や雇用情勢が急

速に悪化するとともに、個人消費も一段と冷え込むなど、厳しい局面を迎えております。

　食関連業界におきましても、消費者の生活防衛意識の高まりにより、さらに厳しい環境となりました。

 　このような環境のなか、当社グループは、『味と接客サービスのエクセレントカンパニー』を目指し、更なる「柿

安」ブランドの強化のため、人財の強化、商品、業態の更なるブラッシュアップ及び内部管理体制の強化を図ってまい

りました。

　また、出退店につきましては、和菓子店舗「口福堂」3店の他、すき焼き・しゃぶしゃぶ業態「柿安」名古屋店など計

5店を出店し、一方で4店を閉鎖いたしました。 

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は9,169,550千円、営業利益は76,951千円、経常利益は88,476千円と

なりました。また、店舗閉鎖による固定資産の除却等を行うとともに、取引先であります株式会社丸井今井の民事再生

手続の開始決定を受け、当該取引先への売掛金の貸倒引当処理を行い、四半期純損失は38,133千円となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

 

（a）精肉事業

　松阪牛、柿安牛の販売促進とともに、ボリュームゾーン商品の品揃え、商品力強化を進めてまいりました。また、接客

スタッフ研修の改善による商品知識、接客スキルの向上のほか、試食販売の強化など、対面販売の強化を図りました。 

　この結果、当事業の売上高3,216,948千円、営業利益は297,966千円となりました。 

 

（b）惣菜事業 

　大ヒット商品「牛めし弁当」（1,050円）に加え、更に食材調理にこだわった「松阪牛牛めし弁当」（1,500円）の

店舗・数量限定販売を開始するなど、新商品投入、定番商品のブラッシュアップ及び調理研修の拡充により、商品強化

を図るとともに、事前告知、販促の充実などを行い集客力の向上に努めました。 

　この結果、当事業の売上高は2,838,374千円、営業利益は188,179千円となりました。

 

（c）食品事業

　和菓子部門においては、新たに「口福堂」3店を加え、「柿次郎」と合わせ114店体制に、またしぐれ部門では、急激な

景気減速によりギフト市場が冷え込む中で堅調に推移しました。

　この結果、当事業の売上高は1,235,644千円となり、和菓子生産拠点「柿安スイーツファクトリー」の本稼動による

償却負担増などにより、営業損失は170,613千円となりました。 

 

（d）レストラン事業 

　すき焼き・しゃぶしゃぶ業態「柿安」名古屋店の名古屋駅前への出店の一方で、既存の店舗においては、入店先商業

施設のオープン時の爆発的な集客の反動、外食への消費動向の急激な変化による高級業態の売上低下も発生し、メ

ニュー刷新等の集客強化を図るとともに、三尺三寸箸イオン猪名川店、三尺三寸箸柿次郎店の2店を閉鎖いたしまし

た。

　この結果、当事業の売上高は1,878,582千円、営業利益は31,618千円となりました。 
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間末

に比べ1,110,795千円増加し、3,857,512千円となりました。

 

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、1,569,173千円となりました。

　収入の主な内訳は、売上債権の減少等であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少等であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　投資活動による資金の減少は、340,752千円となりました。

　これは、主に有形固定資産の取得による支出等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動による資金の減少は、117,626千円となりました。

　これは、主に長期借入金の返済による支出等によるものであります。

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

　前連結会計年度末に計画していた重要な設備の新設、改修のうち当第２四半期連結会計期間に完了したものは次

の通りであります。

 

＜　提出会社　＞ 

 事業所名 

 （所在地）

 事業の種類別セグメントの

名称 
 設備の内容  完了年月  増加能力

 福山天満屋柿次郎

（広島県福山市） 
食品事業 「柿次郎」　店舗  平成21年２月  －

 柿安名古屋店

（愛知県名古屋市中村区） 
 レストラン事業 「柿安」　店舗  平成21年３月  58席

 

＜　国内子会社　＞

　[柿安グルメフーズ株式会社]

 事業所名 

 （所在地）

 事業の種類別セグメントの

名称 
 設備の内容  完了年月  増加能力

 口福堂アントレ沼津店

 （静岡県沼津市）
食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年２月 －

 口福堂ビーンズ武蔵浦和店

 （埼玉県さいたま市南区）
食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年３月 －

 口福堂ネクスト船橋店

 （千葉県船橋市）
食品事業 「口福堂」　店舗 平成21年３月 －

  

　

また、第２四半期連結会計期間末時点における当連結会計年度末までの事業の種類別セグメント別の新たに確定し

た重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

 

会社名
事業所名

(所在地)

事業の種類別セグ

メントの名称 
 設備の内容

 投資予定額（千円） 資金調達

 方法

 着手及び

 完了予定年月

 完成後

 の増加

 能力総額 既支払額 着手 完了

 提出会社

 おかずや柿安　藤が丘店

（愛知県名古屋市名東区）

　他　　　　　　２店舗

惣菜事業
「おかずや柿安」

 　　　 　２店舗 
 70,6933,400 自己資金

平成21年

４月 

平成21年

９月 
－

 炭火焼ハンバーグカキヤス

 mozoワンダーシティ店

 （愛知県名古屋市西区） 

　他　　　　　　３店舗　　

レストラン

事業 

「炭火焼

　ハンバーグ

　カキヤス」店舗

　　　他　３店舗 

 159,172 24,393 自己資金
平成21年

４月 

平成21年

９月 
180席 

 柿安

 グルメフーズ

 株式会社

 口福堂 ニッケコルトン

 プラザダイエー市川店

　（千葉県市川市） 

　他　　　　　　７店舗 

食品事業
「口福堂」店舗

　　　　 ７店舗 
 30,7107,077 自己資金

平成21年

４月 

平成21年

７月 
－

       (注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,300,800

計 46,300,800

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成21年３月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成21年５月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,446,700 12,446,700ジャスダック証券取引所  単元株式数100株

計 12,446,700 12,446,700 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年１月１日～ 

平成21年３月31日 
－ 12,446,700－ 1,269,238－ 1,074,763
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（５）【大株主の状況】

 平成21年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 赤塚　保  東京都港区 1,046 8.4

 赤塚　安則  三重県桑名市 882 7.1

 株式会社赤塚興産  三重県桑名市江場1523－1 852 6.8

 赤塚　勝子  三重県桑名市 376 3.0

 赤塚　正子  東京都港区 343 2.8

 赤塚　成子  三重県桑名市 324 2.6

 株式会社百五銀行  三重県津市岩田21－27 273 2.2

 東京海上日動火災保険株式会社  東京都千代田区丸の内１丁目2－1 260 2.1

 赤塚　正明  三重県桑名市 226 1.8

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
 東京都中央区晴海１丁目8-11 173 1.4

計 － 4,759 38.2

　（注）上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は、89千株でありま

す。

 

EDINET提出書類

株式会社柿安本店(E03283)

四半期報告書

 9/25



（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年３月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　   　200 － 単元株式数100株

 完全議決権株式（その他）  普通株式　12,445,300              124,453 同上

 単元未満株式  普通株式　　　 1,200 － －

 発行済株式総数            12,446,700 － －

 総株主の議決権 －               124,453 －

 （注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が300株（議決権の数３個)含ま

れております。

 

②【自己株式等】

平成21年３月31日現在 

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所 

自己名義所有株

式数（株） 

他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に対す

る所有株式数の割合

(％) 

株式会社柿安本店
三重県桑名市

吉之丸８番地
200 － 200 0.0

計 － 200 － 200 0.0

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
10月

11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月

最高（円） 1,127 981 900 900 880 870

最低（円） 843 890 860 862 848 840

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。なお、第１四半期連結会計期間

（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一

部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の

四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,457,512 4,888,636

受取手形及び売掛金 2,758,752 2,797,189

商品及び製品 160,809 144,879

仕掛品 192,210 338,139

原材料及び貯蔵品 147,493 151,478

繰延税金資産 191,140 210,842

その他 53,087 79,128

貸倒引当金 △3,002 △3,203

流動資産合計 7,958,003 8,607,091

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,879,432 3,878,389

土地 2,438,404 2,438,404

その他（純額） 1,187,982 1,059,926

有形固定資産合計 ※
 7,505,819

※
 7,376,721

無形固定資産

その他 176,806 161,346

無形固定資産合計 176,806 161,346

投資その他の資産

投資有価証券 208,686 255,349

破産更生債権等 117,960 －

繰延税金資産 204,310 479,467

差入保証金 925,605 859,680

その他 288,937 394,748

貸倒引当金 △119,160 △1,200

投資その他の資産合計 1,626,340 1,988,046

固定資産合計 9,308,966 9,526,113

資産合計 17,266,970 18,133,205
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,334,774 1,339,020

未払金及び未払費用 1,366,205 1,773,014

未払法人税等 259,853 414,275

賞与引当金 349,615 344,647

役員賞与引当金 13,170 43,170

その他 760,906 672,521

流動負債合計 4,084,524 4,586,649

固定負債

長期借入金 2,037,500 2,297,500

退職給付引当金 8,830 10,005

役員退職慰労引当金 71,678 368,891

関係会社事業損失引当金 － 66,977

その他 43,826 49,869

固定負債合計 2,161,834 2,793,243

負債合計 6,246,359 7,379,892

純資産の部

株主資本

資本金 1,269,238 1,269,238

資本剰余金 1,074,763 1,074,763

利益剰余金 8,673,077 8,377,006

自己株式 △271 △145

株主資本合計 11,016,807 10,720,862

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,803 32,449

評価・換算差額等合計 3,803 32,449

純資産合計 11,020,610 10,753,312

負債純資産合計 17,266,970 18,133,205
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 21,908,219

売上原価 12,167,163

売上総利益 9,741,056

販売費及び一般管理費 ※
 8,384,035

営業利益 1,357,020

営業外収益

受取利息 3,190

受取配当金 1,414

その他 33,737

営業外収益合計 38,341

営業外費用

支払利息 19,428

その他 2,701

営業外費用合計 22,129

経常利益 1,373,233

特別損失

固定資産売却損 8,867

固定資産除却損 47,406

貸倒引当金繰入額 117,759

その他 23,061

特別損失合計 197,095

税金等調整前四半期純利益 1,176,137

法人税、住民税及び事業税 217,300

法人税等調整額 314,261

法人税等合計 531,561

四半期純利益 644,576
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 9,169,550

売上原価 5,261,501

売上総利益 3,908,048

販売費及び一般管理費 ※
 3,831,097

営業利益 76,951

営業外収益

受取利息 1,297

その他 21,012

営業外収益合計 22,309

営業外費用

支払利息 9,410

その他 1,373

営業外費用合計 10,783

経常利益 88,476

特別損失

固定資産売却損 8,867

固定資産除却損 34,643

貸倒引当金繰入額 42,750

その他 20,778

特別損失合計 107,039

税金等調整前四半期純損失（△） △18,563

法人税、住民税及び事業税 △97,900

法人税等調整額 117,469

法人税等合計 19,569

四半期純損失（△） △38,133
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,176,137

減価償却費 397,717

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,967

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,118

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △297,213

貸倒引当金の増減額（△は減少） 117,759

受取利息及び受取配当金 △4,604

支払利息 19,428

有形固定資産除却損 40,659

有形固定資産売却損益（△は益） 8,867

売上債権の増減額（△は増加） 38,129

たな卸資産の増減額（△は増加） 133,984

仕入債務の増減額（△は減少） △4,245

未払金の増減額（△は減少） △454,589

破産更生債権等の増減額（△は増加） △117,960

未払消費税等の増減額（△は減少） 65,391

その他 28,413

小計 1,121,725

利息及び配当金の受取額 4,533

利息の支払額 △18,630

法人税等の支払額 △326,248

営業活動によるキャッシュ・フロー 781,379

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △600,000

定期預金の払戻による収入 600,000

有形固定資産の取得による支出 △531,404

有形固定資産の売却による収入 156

投資有価証券の取得による支出 △1,386

関係会社の整理による収入 15,400

長期貸付金の回収による収入 1,284

差入保証金の差入による支出 △23,533

差入保証金の回収による収入 694

その他 △90,081

投資活動によるキャッシュ・フロー △628,872

EDINET提出書類

株式会社柿安本店(E03283)

四半期報告書

16/25



（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △235,000

自己株式の取得による支出 △126

配当金の支払額 △348,505

財務活動によるキャッシュ・フロー △583,631

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △431,124

現金及び現金同等物の期首残高 4,288,636

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,857,512
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による

原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)が適用されたことに伴い、主

として移動平均法による原価法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿

価切下げの方法)により算定しております。

この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響はありません。

 (2)リース取引に関する会計基準の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計

基準第13号 平成５年６月17日 (企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正)

及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号 平

成６年１月18日 (日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正)が

平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用す

ることができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計

基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。 

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法に

ついては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。なお、リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナン

ス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

を適用しております。

この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響はありません。 
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

固定資産の減価償却費の算定方

法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

(有形固定資産の耐用年数の変更)

当社及び連結子会社は、平成20年度の法人税法改正により法定耐用年数が見直されたのを機に耐用年数の見直しを行っ

た結果、改正後の法定耐用年数と同一の耐用年数を適用しております。

これに伴い当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ5,479千円増加し

ております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額

4,311,933千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

3,986,712千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額

  店舗家賃 1,896,103千円

  給料及び手当    3,555,042

  賞与引当金繰入額 281,205

  役員賞与引当金繰入額 13,170

  役員退職慰労引当金繰入額 7,368

  

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※　販売費及び一般管理費の主要な費用及び金額

  店舗家賃 766,132千円

  給料及び手当    1,743,197

  賞与引当金繰入額 150,531

  役員賞与引当金繰入額 6,591

  役員退職慰労引当金繰入額 3,009

  

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年３月31日現在）

 現金及び預金勘定 4,457,512千円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △600,000　

 現金及び現金同等物 3,857,512
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成20年10月１日　　　　

至平成21年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

 

    普通株式                    12,446,700株

　

２．自己株式の種類及び株式数 

 

    普通株式                           229株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

　　配当金支払額 

（決議）  株式の種類
 配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当金（円）
基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年12月19日

定時株主総会 
普通株式  　　 348,505 　　　  28 平成20年９月30日平成20年12月22日利益剰余金 

 

 

EDINET提出書類

株式会社柿安本店(E03283)

四半期報告書

21/25



（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間　（自平成21年１月１日 至平成21年３月31日）

 
精肉事業
（千円）

惣菜事業
（千円）

食品事業 
（千円）

レストラン
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

 売上高                             

(1）外部顧客に対する

売上高
3,216,948 2,838,3741,235,6441,878,5829,169,550－ 9,169,550

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
189,7267,04087,3214,355288,444(288,444)－

 計 3,406,6752,845,4151,322,9661,882,9389,457,994(288,444)9,169,550

 
営業利益

(又は営業損失) 
297,966188,179(170,613)31,618347,151(270,200)76,951

 

当第２四半期連結累計期間　（自平成20年10月１日 至平成21年３月31日）

 
精肉事業
（千円）

惣菜事業
（千円）

食品事業 
（千円）

レストラン
事業
（千円）

計
（千円）

消去
又は全社
（千円）

連結
（千円）

 売上高                             

(1）外部顧客に対する

売上高
7,502,8216,162,6144,349,4473,893,33621,908,219－ 21,908,219

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
634,73414,321199,2836,414854,753(854,753)－

 計 8,137,5556,176,9364,548,7303,899,75122,762,973(854,753)21,908,219

 営業利益 846,608511,860323,131197,5951,879,195(522,174)1,357,020

（注）１．事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．会計処理の方法の変更 

（1）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 1.会計処理基準に関する事項の変

更(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 たな卸資産」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月５日)を適用しておりま

す。この変更に伴う各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

（2）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 1.会計処理基準に関する事項の変

更(2)リース取引に関する会計基準の適用」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「リース取引

に関する会計基準」(企業会計基準第13号 平成５年６月17日 (企業会計審議会第一部会)、平成19年３月

30日改正)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号 平成６年１月

18日 (日本公認会計士協会 会計制度委員会)、平成19年３月30日改正)を早期適用しております。この変更

に伴う各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

３．追加情報 

「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より平成20年度の法人税法改正を機に、改正後の法定

耐用年数と同一の耐用年数を適用しております。この変更に伴う各セグメントの営業利益に与える影響は軽微

であります。 
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間　

（自平成20年10月１日　至平成21年３月31日） 

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社はありませんので、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間　

（自平成20年10月１日　至平成21年３月31日） 

　海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）

 有価証券は、当社グループの事業の運営における重要性が乏しく、かつ、前連結会計年度末日に比べて著しい変

動がないため記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末　（平成21年３月31日） 

　当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 885.44円 １株当たり純資産額 863.95円

２．１株当たり四半期純利益金額等又は１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 51.78円 １株当たり四半期純損失金額 △3.06円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額

又は１株当たり四半期純損失金額
        

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） 644,576 △38,133

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益

又は四半期純損失（△）（千円）
644,576 △38,133

期中平均株式数（千株） 12,446 12,446

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

（リース取引関係）

著しい変動がないため記載を省略しております。 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社柿安本店(E03283)

四半期報告書

24/25



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月12日

株式会社柿安本店

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 市川　康夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 榛山　榮一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社柿安本店の

平成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年

３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社柿安本店及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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